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              による
工期短縮の5つのステップ
CCPM

プロジェクトバッファと
合流バッファを追加する
Step１の「サバ取り」で引き出した
安全余裕を、クリティカルチェーン
の最後に「プロジェクトバッファ」
としてまとめて追加し、納期を守り
ます。
さらに、クリティカルチェーンに合
流する作業との間にも「合流バッファ」
を挿入し、 クリティカルチェーン以
外の作業の遅れから守ります。

クリティカルチェーンを
見つける
作業間で人や機械などのリソースが
競合しないよう調整して、 無理なく
実行可能なプロジェクトの最長パス
（以下、 クリティカルチェーン）を決
定します。

プロジェクトネットワークを
作成する
まず、 プロジェクトの「ODSC：目的、 
成果物、 成功基準」を明らかにしま
す。 次に、 最終成果物を起点として
逆算するバックワード方式で必要な
作業を拾い出してネットワーク図を
作成します。あわせて、 各作業の 5
分 5 分の期間を見積ります（期間内
に終了する確率が５０％の期間。  これ
を「サバ取り」といいます）。

目的達成に向けて
準備を整える

プロジェクトの工期を
決めるパスを
見つける

バッファで
プロジェクトの
納期を守る

コストや納期、そしてリソースの制約を考
えながら、さらに工期が短縮できる策がな
いか考えます。
作業の内容と依存関係を見直して、 リソー
スや納期に問題のない最短工程を検討しま
す。 必要に応じて Step1 に戻って、 クリ
ティカルチェーン上の作業を中心に工期
を短縮できないか関係者で議論します。

 リソース、納期を再検討する

さらに工期を
短縮する策を考える

GOAL

仕掛かり中の工種（タスク）について、「残日数」
を入力することにより把握できます。そして、
バッファ管理の流儀に従い、プロジェクトバッ
ファと合流バッファの消費状況を監視しなが
ら、プロジェクト全体の状態を診断し、タイミ
ングを見計らって、遅延の度合いに応じた対策
を実行できます。

 納期遅れを未然に防ぐ

バッファの消費で
遅れを監視し、
 最適なタイミングで
対策を実行する

【TOC（Theory Of Constraints）】
制約条件の理論。企業の成功の鍵を握る「制約条件」を見つけ、そ
れを徹底的に活用することで業務の急速な改善を目指す、経営管理
手法です。

【CCPM（Critical Chain Project Management）】
制約理論（TOC）に基づく、全体最適の視点から開発されたプロジェ
クトマネジメント手法です。「クリティカルチェーン」を用い、各タ
スクから除去した安全余裕を「バッファ」に集約して管理します。

【合流バッファ】
クリティカルチェーン上に無いタスクの遅れが、クリティカル
チェーンに影響しないよう保護するための安全余裕です。

【ODSC】
プロジェクトの目標すり合わせに用いられる Objectives( 目的）、
Deliverables（成果物）、Success Criteria（達成基準）の頭文
字をとったものであり、関係者で目標達成のイメージを共有するこ
とで士気を高めます。

【PDCAサイクル】
改善のサイクルを表すPlan（立案・計画）、Do（実施・実行）、Check（点
検・評価）、Action（処置・改善）の頭文字をとったものです。

【バックワード】
プロジェクトの完了から開始に向かって必要な作業を順に拾い出し、
後ろから工程を引き日程を割り出すスケジュール手法です。

プロジェクトマネジメント用語解説
【クリティカルチェーン】
リソース（資源）の競合を考慮した上で、「それが遅れると全体が遅れる」
というタスクをつなげたチェーンのことを指します。

【プロジェクトバッファ】
安全余裕のことを指します。
各タスクから切り取った安全余裕を集約したもの＝プロジェクトバッ
ファを最後のタスクの直後に挿入し、全体で共有することでプロジェ
クトの不確定要素に対応し納期を守ります。

工事現場で避けて通ることのできない予想外の事態、それを当たり前のことだと
考えた工程管理ソフトはこれまでありませんでした。
『BeingManagement-CCPM建設版』は、ＴＯＣの考えである“全体最適”の視点で
開発されたクリティカルチェーン・プロジェクト管理手法を採用しています。
総合評価方式において具体的な短縮根拠を示し、根拠ある工期短縮をシンプルな
５つのステップで実現できます。

国土交通省NETIS 登録技術No.SK-070003-A*

*『BeingManagement-CCPM建設版』は、国土交通省NETIS 登録技術 
   No.SK-070003-A(BeingProject-CCPM) のバージョンアップ商品です。
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基本機能 標準工程 CCPM工程 その他機能

表示期間変更

表示期間変更に加え、全工程を一画面で確
認できます。従来のプロジェクト管理ソフ
トの欠点であったビュー機能を強化し、さ
らに使いやすくなっています。

簡単バー操作

各作業のバーをクリックすると表示
される●▲■を操作すると、簡単
にバーの移動・伸縮・関連付けを
行うことができます。1つのバーを
移動するだけで、関連するすべて
のバーが移動します。

クリティカルチェーン

ツリービュー

ツリービューで作業の作成・移動が行える
だけでなく、階層分けや階層間の移動・削
除も簡単にできます。しかも、任意の項目
をダブルクリックすると、その項目の工程
にジャンプします。

昔から「段取り八分」と言われるように、効率
的な施工管理を行うためには綿密な計画が必
要です。『BeingManagement-CCPM (建
設版 )』は、TOC の考えに基づき、全体最
適の視点から開発されたクリティカルチェー
ンプロジェクト管理手法を組み込んでいま
す。この手法に基づき、各工程から除去し
た安全余裕を「バッファ」に集約して管理す
ることで、シンプルかつ強力なプロジェクト
管理手法をご提供します。

使いやすく、見やすい

直感的な操作が可能です。
UI

ユーザーインターフェース

1

3

6

5

7

2

4

5

4

山積みグラフ

2

全体マップ 1

3

7

工程表の全期間を通じて、どの日にどの資
源がどのくらい必要なのかをグラフで表示
できます。自社における供給量も自由に設
定でき、超過している資源がどの作業で使
われているのかをすぐに把握できます。また、
システムが重複した資源を認識し、自動的
に山崩しを行うこともできます。

大きな工程表では面倒なスクロールも、
全体マップを使えば、工程の好きな位置に
すばやく移動できます。

タブをクリックするだけで、
工事のクリティカルチェーンを自動的
に抽出し表示します。

バッファの自動配置

バッファ配置ボタンで「プロジェク
トバッファ」「合流バッファ」が適
所に自動配置されます。手動で
の配置、調整も可能です。
                             《計画モード》

出来高曲線の表示

6

予算と進捗度を基に計算された出
来高曲線を表示できるため、工事
全体の進捗具合を視覚的に確認で
きます。バナナ曲線も表示できます。
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基本機能 標準工程 CCPM工程 その他機能

日当り施工量を確認し、より効果的な
施工計画を作成していくことができます。

《工程表作成ウィザード》

 日当り施工量機能
『GaiaRX』の日当り施工量から
 工程表作成！

 帳票印刷・Excel出力機能
  書式やデータのカスタマイズが簡単！

簡単バー加工  
休日を考慮した工程作成が簡単！ 

 7つのビュー機能
  さまざまな角度から検討！

『GaiaRX 』の
工程ボタンをクリック！
『GaiaRX 』の
工程ボタンをクリック！

7日分の作業日が、カレンダー上では休日4日分が
考慮され、11日分に変更されました。

《ネットワーク図》

《チェーン別ビュー》

《リソース別ビュー》

《タスク別ビュー》

あらかじめ国土交通省の様式が登録されているだけでなく、デザインの変
更、文字の追加、線の種類やフォントの変更などが、パブリッシャーを使っ
て細かく簡単にカスタマイズできます。
また、外部への提出データとして作成した工程表、作業やバッファの状況、
予算、月出来高などがExcel、CSV形式で出力できます。

ひとつの工程表をさまざまな角度から検討で
きます。「タスク別」「リソース別」「チェー
ン別」「ネットワーク図」の他、用途に応じ
て自由に定義できる３つの区分ビューを含む
合計 7つのビューがあり、タブで瞬時に切り
替え可能です。　
また、ひとつのビューで編集した内容は他の
すべてのビューに反映されるため、簡単な操
作で空いている資源の割り当てや変更がで
き、より円滑な施工管理が行えます。

バーの移動・伸縮では、自動的に休日を考慮して
バーが配置されます。作業日数と実際の期間も一
目で確認できます。

土木工事積算システム『GaiaRX』で作成した積
算データをボタン 1つで読み込み、工程表を簡単
に作成・変更できます。
工程表作成ウィザードでは、日当り施工量を確認
できます。

2日 2日

との連携

強力に業務を支援します。

《提出書類》《工程表》
《進捗レポート》

《タスクレポート》 《バッファレポート》
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基本機能 標準工程 CCPM工程 その他機能

工事の目的、成果物、成功基準を議論し目標をすり合わせることで達成イメージを明
確にできます。必要ロジックを使って、完了から開始へと工程のネットワーク図を作
成できます。完成されたネットワーク図からボタン1つで工程表を自動作成
でき、さらにボタン1つでバッファ配置が完了します。

進捗状況は「あと何日？」で把握します。
本日の作業予定は一覧で把握することが可能です。もちろん複数工事の管理も可能で
す。親方バッファで納期を守ります。

　　　  （立案・計画）

親方バッファを持たせた工程計画作成

　              （点検・評価）

バッファの消費把握

heck

進捗状況は直感的なビジュアルで掴むことができます（3色）。
早い段階で状況を素早く把握すれば、意思決定のスピードを
早めることができます。その分ロスが減少し、利益を生む結
果につなげることができます。

《工程表》

P
CD C

lan 

PDCA 基本的な業務の流れ。サイクル

P

A

個々のタスクの進捗を徹底的に管理するとプロジェクトは成功に近づくでしょうか?
CCPMでは個々のタスクの進捗を徹底的に管理するのではなく、「ゆとり＝バッファ」
でマネジメントを行います。

　　　　　（処置・改善）

個々のタスク管理からゆとりのマネジメントへ

ction

《進捗情報出力イメージ》

A

　　    （実施・実行）

「あと何日」で先手管理

D o

赤は危険！回復策を実行！

黄色は注意信号！回復策を検討

バッファが緑のうちは安全

《残日数入力》

《プロジェクトネットワーク》
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その他の便利な機能

強力に業務を支援します。

マルチプロジェクト環境下では、1つのリソー
スが複数のプロジェクトに参加することが多
くなっていきます。マネージャーはリソース
の負荷状況を把握し、どのプロジェクトを優
先させるべきか、どのタスクを優先させるべ
きか、またはどのリソースにタスクを任せる
べきかなどの素早い判断が求められます。
リソースの負荷状況を一目で把握することに
より素早い優先順位付けを支援します。

悪天候による作業不能日を考慮して、工程表の一括調
整ができます。全国各都市の月毎の作業不能日データ
も搭載しています。

リソースの配置いつ・どこに・誰かをもとに
山積みグラフで工程をならすことができます。

10月の作業不能日は4.4日なので、
31：4.4＝4：x　→　x＝0.567...
4 日間のうち 0.567... 日は作業不能なので期間を延ばしま
す。なお、期間の日数はオプションメニューにある「カレ
ンダーの最小単位」の影響を受けます。

『BeingManagement-CCPM 建設版』で作成した工程表データ（.pnw、.bbe 形式）
の閲覧、印刷、プロジェクト進捗グラフの共有などができ、業務効率のアップや情報統
制に役立ちます。
また、本システムを利用していない取引先（関係者）でも .pnw、.bbe ファイルを見る
ことができるので、情報共有が容易になり活用範囲が広がります。

タスク（工種）が多いプロジェクト（工事）でも、簡単に目的のタスクを見つけだすこ
とができます。
また、他の工程表のタスク検索およびコピーもできます。

各バーの日数、リソース、進捗が連動して計算されるのが特徴です。
ソースの各項目に対して「日当りタイプ」と「総数量タイプ」の２種類の属性が設定でき、
バーの日数に連動して数量が増減する /しないを自動計算します。
出来高を月毎に集計した月別出来高もわかりやすく表示できます。

高い拡張性を持っているため、さまざまなシステムへの連動が可能です。
工程表で使用しているリソースをリソースファイル（独自の brm 形式）に保存、リソー
スファイルを読み込んで編集中の工程表のリソースを更新できます。
インポートでは csv 形式のファイルを読み込み、エクスポートでは csv 形式のファイル
で保存することができます。

工程表の出力イメージをEMF形式の画像ファイルとして保存します。
保存したファイルは、Microsoft Word や Microsoft Excel などのアプリケーションで
図を文書やワークシートに挿入したり、図形描画ツールを使用して図を編集したりでき
ます。
また、『BeingCollaboration』と連動して工事の進捗状況を一目瞭然に把握できるので、
決裁などの判断時に最新の進捗状況を表示し、意思決定を強力に支援します。

部署・チーム内で会社独自のカレンダーを作成して共有し、工事ごとの設定が柔軟に行
えます。　
工程表には複数のカレンダーを登録することができ、登録済みのカレンダーはバーやコ
ンストレイントに対して自動設定されるので、とても便利です。

   作業不能日の設定

   タスクの検索

   予算と出来高管理

   CSVで2次利用

   EMFファイル

   カレンダー設定

   BMビューアー

山積みグラフ

リソースの負荷状況を見て優先順位を判断

《BM Scheduler》

作業不能日を考慮して期間が延びました。
「1日当たりの数量」は延びた期間と総数
量から再計算された値になります。

   リソースマネジメント

1January

EMF

CSV
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